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モノハイドロカルサイト (CaCO3.H2O)の生成条件：バイカル集水域古代湖の水質変
動復元に向けて
Formation condition of monohydrocalcite (CaCO3.H2O)
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モノハイドロカルサイト (MHC)は CaCO3.H2Oの組成をもつ炭酸カルシウムの一つであり、カルサイトやアラゴナイ
トの準安定相として知られる。自然界においては塩湖・冷泉・冷海水に代表される塩水環境にその生成が認められてい
る。一般的に塩水環境において生成が認められる鉱物の溶解度は高い。しかし、MHCの溶解度は 10−7.7 であり、それ
ほど溶解度の高い鉱物とはいえない。たとえば塩湖に産出する代表的な塩類鉱物のジプサム (CaSO4)の溶解度は 10−4.6

程度でありMHCよりも 1000倍も大きいのである。なぜ、特に溶解度の高い鉱物ではないMHCが塩水環境でのみ頻繁
に見いだされるのだろうか？
　MHCは天然では希産であるが、実験室では比較的簡単に合成することができる。具体的には海水に炭酸ナトリウム

(Na2CO3)を添加するだけでMHCは生成する。海水は様々な成分のミクスチャーであるが、このうちカルシウムよりも
高濃度に含まれるマグネシウムが MHCを生成させるために必要な成分であることが認識されている。一方、マグネシ
ウムは構造上の制約によりMHCに入り込むことはできない。なぜ、MHCの生成にはマグネシウムが必要とされるのだ
ろうか？
　筆者らは CaCl2 溶液、MgCl2 溶液、Na2CO3 溶液を様々な濃度で組み合わせ、炭酸カルシウムの合成実験を行うこ

とで、MHCの生成条件を検討した。その結果、初期溶液のカルシウム濃度が炭酸濃度よりも高く、マグネシウムがある
程度存在している場合に MHCが生成することを見出した。その際に反応溶液は、MHCと含水マグネシウム炭酸塩 (ネ
スケホナイト: MgCO3.3H2O)に関して平衡にあった。以上に基づくと、MHCの生成条件は、水溶液からMHCを生成す
るためにカルシウムと炭酸が消費されたあと、含水マグネシウム炭酸塩 (MgCO3.nH2O)が生成できる条件ということが
できる。
　以上の生成条件から、上記の疑問に答えることが可能となる。MHC自体は溶解度が高くないが、共存を必要とされ

る含水マグネシウム炭酸塩は溶解度が高い（ネスケホナイトの溶解度は 10−5.3）。したがって生成するには塩湖のような
塩水環境が必要とされるのだろう。
　そもそも筆者らがMHCの研究を始めたきっかけはフブスグル湖（モンゴル最大の淡水湖）の湖沼堆積物にMHCを

認めたことである。MHCは最近の堆積層には存在しないが、過去の寒冷期に一致する深度に存在している。MHCの存
在は過去の寒冷期にはフブスグル湖の水質が塩湖に近かったことを示唆するだろう。本研究で導いた生成条件を用いる
ことで、寒冷期のフブスグル湖の水質を定量的に復元する糸口となる。
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